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問題 1 以下の行列の固有値と固有ベクトルをすべて求めよ。
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問題 2 平面 R2 の原点を通る直線 `1 : y = (1/
√

3)x, `2 : y =
√

3x を考

え，それらに関する対称移動を表す行列をそれぞれ S1, S2 とする。この

とき，行列の積 A = S2S1S2S1S2S1 の固有値と固有ベクトルをすべて求

めよ。

問題 3 次数が n − 1 以下の多項式全体のなすベクトル空間を V とし，

各 i = 1, . . . , n に対して，単項式 xi−1 を V に属するベクトルとみたも

のを vi とおく。このとき，v1, . . . , vn は V の基底である。

(1) 多項式 p(x) に対して多項式 p(x + 1) を対応させる写像 F は，V

から V への線型変換であることを示せ。

(2) 線型変換 F を V の基底 v1, . . . , vn によって行列表示して得られる

行列をA とするとき，逆行列 A−1 を求めよ。


